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オブジェクト共有空間を用いた分散並列処理システム

筐

っ・
がしたいけれど時間がかかりすぎる．．．。

i 機クラスタを準備するのは大変だ。

はたくさんあるけれど｀管理者権限がない。

■オプジェクト共有空間を用いた分散並列処坦システム

既存の計算機（事務用PC、信人用PC,学校や公共施設の共用Pダょど）を、いまあるそのままの状閥で

グルーブ化して即座に並列計真機の一部として利用できるシステムです。たとえば夜開や休日に、会社

の事務用PCや、学校の演習室の共用PC、自宅の個人用Pct.ふど、休ぼしている時間帯のPCの力を集綿

して大きな計算をさせることが可能です。また｀利用の前後でPCの環境が変更されないので共用PCでも

使えます。

特長

・代の設定変更作業や専用ソフトの導入作彙が不嚢

事前に代1:::.専用ソフトのインストールなどの作案が発生しませんゥ

計算したいときにそのまま使用できまず。

•OS不問~Unux,Wlnd切お，MaCOS等で動作できます
ネットワーク環境とA塁準的なava実行環墳上で動作します．

・不均ーなPCを利用可能［同一機種／環境である必蔓はありません｝
機種｀計算能力等を均只に掴える必要はありませんふ寄せ集めのPCを使って計算を実行できます．

・節単起動／終了操

マウスクリック3回程度の操作で,'問皐に起動できまれまた、計算から切り蘊したい任意のPCだけ

を終了させてそのまま別の用途に使用することができます．

-tell'的に寄せ集めた計算機による
韮列計算
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オブジェクト共有空間を利用した
並列計算

企業メリット

三 Java言語、インターネット、分散並列処理

］主要な研究テーマ ij. オブジェクト共有空間を用いた分散並列処理に関する研究

・家庭用ゲーム機入カデバイスの応用に関する研究

技術相談に応じられる分野

• Javaによるプログラミング／気象データ利用／環境測定／計算機ネットワーク利用

利用可能な装置等
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